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学校紹介

本校の沿革

大正1５年 染織科・機械科・土木科の3学科で入学生徒104名で開校

昭和23年 岐阜県立岐阜工業高等学校となり、機械科・工業化学科・

電気科・紡織科・色染科・土木科・普通科の７科となる。

昭和38年 工業計測科・電子科を増設。色染科を色染化学科へ

昭和62年 電子機械科2クラス増設し、機械科1クラス減。

平成10年 生活科学科・環境建設科・デザイン工学科に改変。

平成13年 大韓民国の釜山工業高等学校と姉妹校提携。

平成20年 化学技術科・建設工学科に改変。

平成27年 創立90周年記念式典

現在は、機械科（2クラス）・電子機械科・設備システム科・建設工学科・化学

技術科・電気科・電子科・デザイン工学科の8学科9クラス定員360名



岐阜工業高校の所在地



・礼儀正しく

・勤労を尊び

・創意工夫に努めよ

校訓



満足度
日本一

ものづくり
日本一

資格取得
日本一

部活動
日本一

３つの柱で日本一を目指す



・教育目標

社会や地域から期待される

魅力ある工業教育の推進

・教育方針

１．確かな学力・健やかな体・豊かな心の調和のとれた人材の育成

２．自立力・共生力・自己実現力のある人材の育成

３．高い志とグローバルな視野を持って夢に挑戦できる人材の育成

４．地域社会の発展に貢献できる人材の育成



過去５年間の就職、進学者数

①過去5年間における進路状況について



①過去5年間における進路状況について

過去５年間の求人数



昨年度の進路状況（就職）



昨年度の進路状況（進学）



今年度の進路希望 平成28年5月20日



就職者希望内訳 平成28年5月20日



あなたは現在の進路先に満足していますか？（就職者）

卒業生進路アンケート集計結果 （平成２６年度卒）



満足している主な理由
卒業生進路アンケート集計結果 【就職者】

不満の主な理由

・休みがない
・求人票に夜勤があると書いてなかったのに夜勤がある。CAMが
よく分からない
・求人票との差が激しい休日数等が全く違う
・人間関係
・嫌な上司，遠い，来春から休日出勤あり

・楽しく仕事ができているため
・仕事がしやすく，先輩上司が優しい
・休日，手当などしっかりしている
・働く環境が良いから
・自分のやりたい仕事だったから
・やりがいがある
・訓練生の制度で，給料をいただいて技能を磨ける
・学校で学んだこと，技術が生かせる



卒業生進路アンケート集計結果 （平成２６年度卒）

あなたは現在の進路先に満足していますか？（進学者）



・やりたいことがやれているから

・たくさんの友達ができたから

・勉強は大変だが部活動も楽しく大学生活が楽しい

・授業が楽しい

・目標が明確なのでそれに向かってがんばれる

・就職に重要な勉強が出来ているため

卒業生進路アンケート集計結果 【進学者】

満足している主な理由

不満の主な理由

・思うように部活動が出来ない



あなたは現在の進路先に満足していますか？

卒業生進路アンケート集計結果



本校の取り組みについて

進路指導における重点目標

自己を理解し、進路実現に向け主体的に選択決定できる能力や態度の育成

１学年 ２学年 ３学年

重点目標 勤労観・職業観の育成
－ 進路意識の確立 －

進路適性の認識と理解
－ 進路に対する心構え －

進路選択・進路決定
－ 社会人としての心構え－

行 事

主な

指導内容

進路ガイダンス、企業見学、進路希望調査、進路相談、保護者懇談会、進路体験講座

自己の在り方・生き
方を考える。
進路模試 ９月
進路適性調査 １０月
（ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ）

進路模試 ９月
職業適性検査 １０月
就職模試 １月

卒業生と語る会
就職模試 ５月
進路模試 ６月

進学模試、 小論文模試、 公務員模試、 面接指導



本校の取り組みについて

基礎学力の定着向上を目指した取り組み

朝学習の取り組み（週２日 火・木曜日にSHRの時間を利用）

１年生 英語の基礎単語 ２年生 マナトレ（数学・国語） ３年生 就職問題集

外部模試

１年生

４月 基礎力診断テスト

９月 実力診断テスト

２年生

４月 基礎力診断テスト

９月 実力診断テスト

３年生

４月 基礎力診断テスト

６月 実力判定テスト

職員研修を実施し、その結果から共通理解を図り指導につなげていく

取り組みを実施



本校の取り組みについて

就職支援

１年生

・ 企業見学（６月実施）

・ 進路適性検査（１０月実施）

・ 進路ガイダンス

（企業１社と各種学校）（１２月実施）

２年生

・ 進路ガイダンス

（企業７社と各種学校）（７月実施）

・インターンシップ（夏期休業中に実施）

・ 職業適性検査（１０月実施）

・ 就職模試（１月実施）

・ 進路適性検査・進学体験講座（２月実施）

３年生

３年 就職模試ＳＰＩ（５月実施）

３年 企業見学（６月実施）

３年 卒業生と語る会（６月実施）

３年 進路ガイダンス（６月実施）

３年 第１回面接指導（７月実施）

３年 第２・３回面接指導（８月実施）

３年 第４・５回面接指導（９月実施）

３年 進路講話（１月実施）



平成２８年度 キャリア教育の全体計画 岐阜県立岐阜工業高等学校（全日制） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各学年の重点目標 

 
第
１
学
年 

勤労観・職業観の育成 
―進路意識の確立― 
○基本的生活習慣を確立し、岐阜工業高

生としての自覚を高める 
○自己の在り方、生き方を考える。 
○専門教科を学び理解することで、進路

選択の可能性を見いだす。 
 
第
２
学
年 

進路適性の認識と理解 
―進路に対する心構え― 
○自己理解を深め、企業や仕事内容、進

学先の情報をより深く探求する。 
○自己の適性や能力を更に伸ばし、自己

の可能性を広げる。 
 
第
３
学
年 

進路選択・進路決定 
―社会人としての心構え― 
○進路実現に向け、自ら行動・体験し情

報収集できるよう努力する。 
○社会人としてのマナーや心構えを理

解し、自ら取り組む。 
○将来の社会生活に向け、自ら考え計

画・準備し進路決定する。 

教
務
部 

全校体制による授業改善を進め、基礎
的・基本的な知識・技能の習得を図ると
ともに、一人一人の社会的・職業的自立
に向け、必要となる能力や態度を育成す
る。 
 

生
徒
指
導
部 

コミュニケーション能力・自己有用感を
身につくようにする。その結果、社会人
としての自覚と責任感を育成できる。 

進
路
指
導
部 

様々な体験を通じ進路適性の理解を深
め、自己の在り方、生き方を考え進路実
現に向け主体的に選択決定できる能力
や態度を育成する。 
 

課 
題
研
究 

○工業に関する課題を設定し、その課
題の解決を図る学習を通して、専門
的な知識と技術の深化、総合化を図
る。 

○問題解決の能力や自発的、創造的な
学習態度を育てる 

 
 

特
別
活
動 

○清笠祭、運動会を通じて、家庭や地
域との連携を深める。 

○地域の清掃活動を通じて、地域社会
の一員として奉仕の精神を育てる。 

○芸術鑑賞を通して、人間性豊かな心
を育む。 

○企業見学やインターンシップを通じ
て進路への理解を深め、自己の進路
意識を高める。 

○他団体と連携した活動を主体的に取
り組み、他者を思いやる心を育て
る。 

 
そ
の
他
の
活
動 

○企業や大学、および地域などと協力
し、スポーツにおける食育や、練習方
法等の研究を推進する。 

キャリア教育の全体目標 

毎日の学習活動や部活動を通して、望ましい勤労観・職業観を持ち、自らの在り方、生き方を考え主体的に進路を選択できる能力を育成する。 

教育活動を通して育成したい能力や態度 

人間関係形成・社会形成能力 自己理解・自己管理能力 課題対応能力 キャリアプランニング能力 

実習などの体験的な学習を通して、
多様な他者の個性を理解するととも
に、協力・協議していく力を育成す
る。 

専門的な学習と産業や職業との関連 
を知ることを通じて、自らの役割を
理解し、主体的に行動していく力を
育成する。 

「課題研究」などの学習を通じて、
様々な課題を発見・分析し、適切な
計画を立て、その課題を解決するこ
とができる力を育成する。 

将来の社会生活・職業生活に必要と
なる力を理解するとともに、卒業後
も継続して職業資格の取得などに取
り組む態度を育成する。 

各教科・科目の目標 

国
語 

評論・文芸・古典に親しみ、それらを
教養として身につけ、豊かな人間性を
育み、社会人として、地域・組織・仲
間の発展に貢献し得る力を養う。 

地
歴 

歴史的思考力や地理的な見方考え方を
培い、国際社会に生きる国民として、
主体的に学ぶ姿勢や社会人としての基
礎的な知識の習得を図る。 
 

公
民 

人間としてのあり方生き方についての
自覚を育て、平和で民主的な社会の有
為な形成者としての資質を養う。 

数
学 

事象を数学的に考察し筋道を立てて考
え表現する能力や、数学を積極的に活
用して数学的論拠に基づいて判断する
力を高めることを通して、工夫して生
活や学習をしようとする態度を育て
る。 

理
科 

自然の事物・現象に対する関心や探究
心を高め、目的意識をもって観察・実
験を行い、科学的に探究する能力と態
度を育てるとともに自然の事物や現象
についての理解を深め、科学的な自然
観を育成する。 

保
体 

運動実践を通して公正・協力・責任等
の能力を養うとともに、保健の授業で
生涯を通じて自らの健康を維持管理、
改善する能力を育てる。 

芸
術 

制作活動を通して、生涯にわたり芸術
を愛好する心情を育てる。 
生徒が能動的に意見を述べ合う対話型
鑑賞教育を通じて、制作意図の読み取
り能力や文化的背景への関心を高め
る。 

外
国
語 

外国語を通じて、互いの立場や考えを
尊重しながら、伝え合う態度を養うこ
とによって、広い視野や国際感覚、国
際協力の精神を備えた人材を育成す
る。 

家
庭 

家族・家庭及び福祉、消費生活、衣食
住などの生活に必要な知識と技術を体
験活動を通して習得させ、生涯を見通
した生活の充実向上を図る能力を育て
る。 

工
業 

体験的な学習活動を通じ、生徒一人ひ
とりが目標と課題をもち、主体的に学
ぶ態度を育成し、地域社会の産業を担
う人材を育成する。 

 

○育友会進路説明会の実施 
○育友会企業見学の実施 
○インターンシップの実施 
○卒業生と語る会 
○中学校への出前授業の実施 
○学校見学会の実施 
 

 

○上級学校との授業連携 
○企業訪問 
○企業見学 
○上級学校による説明会の実施 
 
 
 

評
価
方
法 

○アンケート等による評価 
○ＰＤＣＡによるチェック 
 

学校の教育目標 
明確な目標を持ち学校生活を送る中で、
様々な体験を通し確かな学力・健やかな
体・豊かな心の調和のとれた生徒を育成す
ると共に、自ら希望する進路を実現する。 
 

関係法令等 
○日本国憲法 
○教育基本法 
○学校教育法 
○学習指導要領 
○岐阜県教育委員会の基本方針 

生徒の実態 
○目的意識が高い。 
○部活動に熱心に取り組む。 
○学力差が大きい。 
○進路希望が多様である。 
 

目指す学校像 
○資格取得で日本一 
○ものづくりで日本一 
○部活動の大会で日本一 
○満足度日本一の工業高校 

目指す生徒像 
○望ましい職業観・勤労観を持ち、主体的に
進路選択ができる生徒 

○社会的規範を尊重しつつ、他人を思いや
る生徒 

○確かな技術と創造力・表現力豊かな生徒 
 

目指す教師像 
○主体的な学習態度を育成する教師 
○教師としての資質・能力を高める教師 
○信頼と愛情を基盤とし生徒理解に徹する教師 
○地域社会、保護者から信頼される教師 

保護者・地域の期待 
○夢の実現に向け充実した高校生活 
○生徒が希望する就職・進学の実現 
○地域社会との連携強化 
○地域社会の発展に貢献できる人材の育成 

月
4月

実験･実習の基礎･基本(工業技術基礎･実習）【アイウエ  】 学科集会：礼法指導・講話等【ア】 基礎力診断テスト【イ 】

随筆・小説（国語総合）【アイ  】 ３年後の自分について【イ・エ】 進路希望調査【エ 】

5月 生活と意志決定（家庭基礎）【イエ】 スピーチしよう【ア・イ・ウ】

進路講話【イエ 】

物質の科学（科学と人間）【ウ】 マルチ検査【イ】

ボランティア清掃【ア・イ】

6月 「働く」意味を考える【イ・エ】

世界の生活文化の多様性（地理Ａ）【アイ】 企業見学会【アエ 】

定期考査について【イ・ウ】

部活動について【イ・エ】

7月 生活習慣病とその予防（保健）【イ】

資格・検定について【イ・エ】

            保護者懇談会【イエ 】

１学期の振り返り【イ】

8月 読書感想文（国語総合）【ウ 】

9月 L7 My rules 学科集会：礼法指導・講話等【ア】

（コミュニケーション英語Ⅰ）【アイウ】 実力診断テスト【イ 】

命を守る訓練【ア・イ】

二次関数（数学Ⅰ）【ウ】

運動会について【ア・イ】

10月
進路適性検査【イエ】

Ｌ10 Tsuji, the Great Pianist 進路希望調査【エ 】

（コミュニケーション英語Ⅰ）【アイウエ】

11月
心の健康と自己実現（保健）【イ】

子どもの育つ環境（家庭基礎）【アイ】

12月 人権を考える(全校映画鑑賞)【ア】

地球的課題の地理的考察（地理Ａ）【ウ】 進路ガイダンス【エ  】

年賀状を書こう【ア・ウ】

光や熱の科学（科学と人間）【ウ】

２学期の振り返り【イ】

1月
自己分析【ア・イ・エ】

読書について考える【イ・エ】

2月 伝統と文化（美術Ⅰ）【アイ】 「大人」について考える【ア・イ】

災害について考える【ア・ウ】

データの分析（数学Ⅰ）【アウエ】

１年間の振り返り【イ】

3月
来年度に向けて【ア・イ】

運動会に向けて【ア・イ】

文化祭準備【ア・イ・ウ】

平成２８年度　キャリア教育の年間指導計画　第１学年　岐阜県立岐阜工業高等学校（全日制）機械科
教　科　・　科　目 ホームルーム活動・生徒会活動 学　校　行　事（その他）

各教科・科目の学習内容、総合的な学習の時間、ホームルーム活動・生徒会活動、学校行事（その他）の活動内容が、「基礎的、汎用的能力」のうち、どの
力の向上に役立つのかを、次から選んで表記する。

【ｱ】人間関係形成・社会形成能力 【イ】自己理解・自己管理能力 【ウ】課題対応能力 【エ】キャリアプランニング能力
参考 「高等学校キャリア教育の手引き」 p.129-233

キャリア教育全体計画 キャリア教育年間計画



東海４県と滋賀県の就職状況

県名 県内就職者 県外就職者

愛知県 ９７％ ３％

三重県 ８８％ １２％

静岡県 ９３％ ７％

滋賀県 ９２％ ８％

岐阜県 ７６％ ２４％



これからの取り組み



ご清聴ありがとうございました


